
特集/水がつくった富山の歴史

みんな知ってる?昔の洪水ではこんなに大きな石が流れてきたんだよ。(元気いっぱい、富山市立太田保育所の子どもたち)
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環日本海環境協力の中核拠点へ着実な第一歩 7

県
政
に
積
極
的
な
提
言
を

9 

14 

15 

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
の
委
嘱
状
交
付
式

が
四
月
十
二
日
、
富
山
市
の
県
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
の
声
を
県

政
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
昭
和
五
十

六
年
度
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
十
期

目
と
な
る
今
回
は
、
公
募
枠
を
従
来
の

五
十
名
か
ら
百
名
に
倍
増
し
、
市
町
村

推
薦
枠
と
併
せ
て
二
百
五
十
名
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。回目ヲ'

内
，
』

/
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とやま音のある風景

墓ノ木自然公園の野鳥と黒部川の水音

地域をつくる仲間たち〈人物カフェ〉

世界野生生物映像祭ボランティア早勢欣和さん

手軽な疲労解消法

とやま感動案内

立山博物館まんだら遊苑

行ってみよう情恒

健康ひとくちメモ
知
.
交
付
式
で
は
、
中
沖
知

榊
事
が
、
モ
ニ
タ
ー
代
表
の

開
高
柳
斡
子
さ
ん
に
委
嘱
状

れ
を
手
渡
し
、
軍
政
の
課
題

飢
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

少」引
前
向
き
、
建
設
的
、
辛
口

信
主
恩
見
を
遠
慮
な
く
寄
せ

働
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

晴
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
二
年
間

で
、
県
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
た
り
、
懇
談
会
に
参
加
す
る
ほ
か
、

県
政
に
対
す
る
提
言
募
随
時
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
ら

の
声
に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
施
策
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
広
報
課

告

0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
3
3

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
要
請

間
来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護

保
険
制
度
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
向
け
の
説
明
会

が
、
四
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
二
日

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
0

・
介
護
保
険
制
度
で
は
、
県
の
指
定
を

受
け
た
事
業
者
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
利
用
者
は
、
自
分
に
合
っ

た
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
老
人
施
設
や
病
院
以

外
に
も
幅
広
い
分
野
の
民
間
事
業
者

が
参
入
で
き
る
こ
と
が
特
徴
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
説
明
会
で
は
、
県
の
担
当
者

が
、
事
業
者
と
し
て
必
要
な
人

員
、
設
備
な
ど
の
基
準
を
説
明

し
た
ほ
か
、
高
齢
化
率
の
高
い

中
山
間
地
域
へ
の
参
入
を
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

園
事
業
者
の
指
定
申
請
は
、
全
国
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
六
月
一
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
県
で
は
、

順
次
審
査
の
う
え
適
切
な
事
業
者
を

指
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

-
ま
た
、
県
で
は
、
利
用
者
が
事
業
者

を
選
択
す
る
際
の
相
談
相
手
と
な
る

「
介
護
支
援
専
門
員
」
を
引
き
続
き
養

成
す
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

-
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合
せ
県
庁
高
齢
福
祉
課
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発
表
!
富
山
を
熱
く
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム

園
四
月
十
七
日
、
県
民
会
館
で
「
2
0

0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
」
の
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
こ
の
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
県
民
自
ら
が
目
標
を
定
め
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
富
山
県
を
実
現
し
て
い

こ
う
と
、
県
内
の
有
志
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
七
年
に
県

内
外
か
ら
募
っ
た
二
千
三
百
七
十
件

の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
「
人
が
緑
が
燃

え
る
ま
ち
」
「
県
民
活
動
、
燃
え
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
2
0
0
X
年
冬
の
火

ロMnヨ
内正

/
I
1
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月凋守

県
水
墨
美
術
館
が

待
望
の
オ
ー
プ
ン
!

-
四
月
二
十
九
日
、
近
代
水
墨
画
の

流
れ
を
紹
介
す
る
全
国
的
に
も
ユ
一
丁

ク
な
美
術
館
、
富
山
県
水
墨
美
術
館

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

国
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
開
館
記
念

式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が
、
「
圏
内
外

の
多
く
の
方
に
、
日
本
の
美
と
そ
れ
を

培
っ
た
心
を
十
分
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
砺
波
市

か
ほ
あ
き
ら

出
身
の
画
家
、
下
保
昭
氏
ら
と
共
に

一
ア
|
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

-
同
美
術
館
は
、
寄
せ
棟
造
り
日
本
瓦

葺
き
の
本
館
と
茶
室
、
日
本
庭
園
な
と

た
け
う
た
ぜ
い
ほ
う

で
構
成
さ
れ
、
竹
内
栖
鳳
ら
大
家
の
水 中沖知事らによるテープカット

20年近い歳月をかけて整備が進められていた
立山黒部アルペンルートは、1970(昭和45)年12
月に最後の難所立山トンネル(室堂~大観峰)

が完成、雪解けを待って1971(昭和46)年6月1
日に全線開通した。富山から信濃大町まで3000
メートル般の山々を越えて観光ルートを貫通さ

せるとpう世紀の大構想が遂に実現し、立山は

年間数万人の登山の対象から、百万人の観光客

が訪れる国際的山岳観光ルートへと変貌したの

である。ただし、自然環境保護のため、マイカー

の乗り入れは禁止され、上高地などの他の観光

地のモデルとなった。

近年でも、立山トンネ

ルノfスのトロリー"')ス

化(平成8年)、高原

パスへのハイブリッド

パス導入(平成10年)
など、自然との共存に

向けた取り組みが続

いている。
天狗平を行く高原パス

立山黒部アルペンルート
全線開通

祭
リ
」
の
三
つ
を
テ
ー
マ
に
選
び
、
具

体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

国
今
固
ま
と
ま
っ
た
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
①
県

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

高
岡
市
に
「
2
0
0
X
年
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
を
設
立
し
、
「
と
や
ま
の
ま
ち
」

探
検
隊
を
実
施
す
る
。
②
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
さ
か
ん
に
す
る
仕
組

み
を
考
え
る
「
2
0
0
X
年
県
民
活
動

を
育
て
る
会
」
を
設
立
す
る
。
③
県
民

の
遊
び
心
に
火
を
つ
け
る
た
め
、
年
末

に
た
い
ま
つ
パ
レ
ー
ド
や
花
火
シ
ョ
ー

な
ど
を
内
容
と
す
る
「
2
0
0
X年
冬

の
火
祭
り
」
を
開
催
す
る
。
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。

国
今
後
、
実
行
組
織
で
は
、
よ
り
多
く

の
人
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
事

業
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

墨
画
を
中
心
に
二
百
三
十
作
品
を
収

蔵
。
そ
の
う
ち
約
三
十
点
を
、
常
設
展

示
「
近
代
水
墨
画
の
系
譜
」
、
「
下
保
昭

作
品
室
」
の
二
室
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
展
示
室
以
外
の
区
域
は
、

入
館
料
の
い
ら
な
い
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
な
っ
て
お
り
、
気
軽
に
、
日
本
情
緒

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
開
館
記
念
特
別
展
と
し
て
五
月
三

十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
一
横
山
大
観
展
」

に
は
、
延
べ
四
万
六
千
人
も
の
美
術

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
大
観
の
壮
大
か
つ
綿

密
な
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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県
友
好
代
表
団
が

中
国
遼
寧
省
を
訪
問

-
富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省

締
結
十
五
周
年
を
記
念
し
て
五
月
四

日
か
ら
八
日
ま
で
の
五
日
問
、
県
内
の

経
済
、
文
化
、
教
育
な
ど
各
界
代
表
者

か
ら
な
る
富
山
県
友
好
代
表
団
が
中

し
ん
よ
-
つ

国
遼
寧
省
を
訪
問
、
省
都
港
陽
市
で
行

わ
れ
た
十
五
周
年
記
念
式
典
や
、
富
山

県
水
墨
画
展
の
開
会
式
な
ど
に
出
席

し
、
両
県
省
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善

県広報t"~彦 1999 .6 ・ 1
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プログラム委員会の米田座長から最終プログラムを受け
取る中沖知事

を
深
め
ま
し
た
0

.
今
回
の
訪
問
で
は
、
県
立
富
山
中
部

高
校
と
濯
陽
市
の
東
北
育
才
学
校
と

が
友
好
協
定
に
調
印
し
た
ほ
か
、
両
県

省
の
芸
術
団
体
が
十
一
月
に
友
好
提

携
を
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
沖
知
事
が
、
富
山
空
港
と

し
ゅ
う
す
い
し

大
連
周
水
子
国
際
空
港
と
の
友
好
空

港
の
締
結
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
た

の
に
対
し
、
張
国
光
遼
寧
省
長
な
ど
か

ら
前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
0

.
今
年
十
月
に
は
、
遼
寧
省
か
ら
省
長

を
代
表
と
す
る
友
好
代
表
団
が
来
県

し
、
県
水
墨
美
術
館
で
聞
か
れ
る
遼
寧

省
水
墨
画
展
や
富
山
市
な
ど
で
開
催

ニ

ア

さ
れ
る
N
E
A
R
引
(
北
東
ア
ジ
ア
経

済
E
X
P
O
)
な
ど
に
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
両
県
省
の
交
流
が
今

後
幅
広
い
分
野
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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水
の
王
国
、

富
山
県

富
山
県
は

「水
の
王
匡
」。
円
本
の
屋
根
、

海
抜
三

0
0
0メ
ー
ト
ル
級
の
北
ア
ル
プ
ス

に
積
も
る
雪
は
、
天
然
の
巨
大
な
白
い
ダ
ム

せ
い
れ
つ

と
な
り
、

一
年
を
通
じ
て
豊
か
で
清
測
な
水

を
平
野
に
も
た
ら
し
ま
す
。

富
山
の
水
の
特
徴
は
、
水
量
が
豊
富
な
だ

け
で
な
く
、
適
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
良

質
で
淡
泊
な
昧
で
あ
る
こ
と
。
環
境
庁
が
選

定
し
た

「日
本
の
名
水
百
選
」
に
は
、
全
国

最
多
の
四
箇
所
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

4なんたん

穴の谷の.水肯
{上市町}

たてやaたaどの ・うすい
立山玉廠の湯水禽

{立山町}

-富山県内の「日本の名水百選」

うのわ"しaうず

*瓜裂清水
{庄川町)

r 

特集水がつくった富山の歴史

水
が
も
た

5
す
自
然
災
害

し
か
し
、
水
が
も
た
ら
す
の
は
恵
み
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
ろ
き
ゅ
う
そ
う

江
戸
時
代
の
著
名
な
学
者
、
室
鳩
巣
が

え
っ
ち
ゅ
う
ひ
ゃ
く
り
さ
ん
が
そ
う

「越
中
百
里
山
河
壮
な
り
」
と
称
し
た
よ
う

に
、
富
山
県
に
は
東
西
九
十
キ
ロ
あ
ま
り
の

県
土
に
、
黒
部
川
、
片
員
川
、
早
月
川
、
常

願
寺
川
、
神
通
川
、
庄
川
、
小
矢
部
川
の
七

大
河
川
を
は
じ
め
数
多
く
の
河
川
が
流
れ
て

き
?
っ
し
ゅ
ん

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
急
峻
な
山
岳

地
帯
を
流
れ
く
だ
っ
て
短
い
距
離
で
海
へ
注

ぐ
こ
と
か
ら
我
が
国
有
数
の
急
流
河
川
と
な

っ
て
お
り
、
古
来
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
常
願
寺
川
は
、
安
政
五
年
(
一

お
お
と
ん
び
や
ま

八
五
八
年
)
の
大
地
震
で
源
流
域
の
大
鳶
山
、

こ
と
ん
び
や
ま

小
鳶
山
が
崩
壊
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
に
流
入

し
た
大
量
の
土
砂
が
土
石
流
と
な
っ
て
富
山

平
野
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

富
山
県
の
歴
史
は
、
水
と
の
闘
い
の
歴
史

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の

1

3
一茸

峰
々
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
、
夏
で
も
豊

一信
二一ー
か
で
冷
た
い
水
を
供
給
し
て
く
れ
る
。

そ
の

2

三
本

本
州
第
一
位
の
植
生
自
然
度
を
誇
る
森
林

羽
ホ

が
、
水
を
貯
え
、
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
。

そ
の

3

『

l
日
本
一
の
急
流
河
川
が
岩
を
噛
ん
で
流
れ

I
Y
て
酸
素
を
取
り
込
み
、
清
浄
な
水
を
運
ん

で
く
れ
る
。

そ
の

4

h
巳

平
野
を
形
成
す
る
扇
状
地
の
砂
醗
層
は

ιよ
透
水
性
や
ろ
過
作
用
に
優
れ
た
花
こ
う

岩
質
を
多
く
含
み
、
適
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん

だ
良
質
な
水
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。

東京ディズニーランドで販売されて
いる宮山産のミネラルウォーター

富
山
の
水
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
航
空
の
グ

ル
ー
プ
会
社

「日
航
商
事
(株
)」
が
、
入
善
町
で
採

取
さ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
た

も
の
で
、
昨
年
四
月
の
発
売
以
来
、
四
十
万
本
以

上
の
売
上
げ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
富
山
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
水
の
産
地
と
し
て
の
富
山
県
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
着
実
に
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

4・県広報と刊手 1999.6



特集水がつくった富山の歴史

富
山
県
は

水
と
の
闘
い
か
う
生
ま
れ
た

丘
月
九
日
は
「
富
山
県
設
置
の
日
」
。
明
治

十
六
年
(
一
八
八
三
年
)
の
こ
の
日
、
富
山

県
は
石
川
県
か
ら
分
県
独
立
し
ま
し
た
。
こ

の
富
山
県
誕
生
の
か
げ
に
は
、
水
と
の
闘
い

が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

明
治
四
年
(
一
八
七

一
年
)
の
廃
藩
置
県
に

よ
り
全
国
に
三
府
三

O
二
県
が
設
置
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
時
に
設
置
さ
れ
た
「
富
山
県
」

は
、
旧
富
山
藩
領
(
新
川
郡
の

一
部
と
婦
負

郡
)
だ
け
を
区
域
と
す
る
小
さ
な
・
も
の
で
し

た
そ
の
後
「
富
山
県
」
は

「新
川
県
」
と
改

称
さ
れ
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
年
)
に
は

現
在
の
富
山
県
と
同
じ
区
域
を
管
轄
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六

年
)
、
政
府
は
全
国
を
三
府
三
五
県
に
集
約

す
る
大
併
合
存
美
施
、
新
川
県
は
川
県
に

併
合
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

富山県成立までの変遷

こ
の
よ
う
な
河
川
改
修
は
、
他
の
河
川
で

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
山
市
の
市
街
地
付
近

で
大
き
く
曲
流
し
て
い
た
神
通
川
の
シ
ョ
ー

ト
カ

ッ
ト
(
現
在
の
松
川
は
、
旧
神
通
川
の

曲
流
の
名
残
)
、
庄
川
と
小
矢
部
川
の
分
離

な
ど
、
現
在
の
富
山
県
の
河
川
の
流
れ
は
こ

の
時
代
に
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
農
業
用
本
の
合
口
化
は
、
黒
部
川
、
神

通
川
、
庄
川
な
ど
で
も
実
施
さ
れ
、
水
害
防

止
だ
け
で
な
く
、
農
業
用
水
の
取
水
の
安
定

化
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
治
水
事
業
に
要
す
る
費
用
は
県

の
財
政
に
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
明
治
時

代
、
富
山
県
の
歳
出
全
体
に
占
め
る
河
川
費

の
割
合
は
平
均
で
四
十
五
%
。
洪
水
が
頻
発

し
た
明
治
二
十
四
年
に
は
、
八
十
二
%
に
も

達
し
ま
し
た
。
県
と
同
様
に
県
民
の
生
活
も

苦
し
く
、
多
く
の
人
々
が
新
天
地
を
求
め
て

北
海
道
に
移
住
し
て
い
き
ま
し
た
。

-富山県の歳出決算額に占める河川費の割合

82.2% 
_ J 竃 ーー _?8._9~

60%-lーーー・ーーー吋

20% 

。明明明明明明明朗明明明明明明明大大大大大大
治治治治治治治治治治治治治治治正正正正正正
16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 2 4 6 8 10 12 
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

100% 

80% 

40% 

し
か
し
、
併
合
後
の
石
川
県
会
(
現
在
の

県
議
会
に
相
当
)
で
は
、
多
大
な
費
用
を
必

要
と
す
る
治
水
事
業
を
め
ぐ
っ
て
、
越
中
選

出
の
議
員
と
加
賀

・
能
登
選
出
の
議
員
と
が

鋭
く
対
立
し
ま
し
た
。
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
の
治
水
工
事
優
先
存
柔
め
る
越
中
側
に

対
し
、
加
賀

・
能
登
側
は
道
路
建
設
存
求
め

た
の
で
す
。

明
治
十
四
年
(
一
八
八

一
年
)
、
政
府
の

緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
治
水
事
業
に
対
す
る
国

か
ら
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
る
と
対
立
は
頂

点
に
達
し
、
つ
い
に
は
県
会
の
解
散
に
至
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
越
中
匡
内
に
は
分
県
独
立

を
求
め
る
声
が
急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。
入

よ

ね

ざ

わ

も

ん

ざ

ぶ

ろ

う

い

り

え

な

お

と

も

善
の
米
沢
紋
三
郎
と
富
山
の
入
江
直
友
ら
は

だ
じ
よ
う
か
ん

分
県
の
建
白
書
存
γ

太
政
官
に
提
出
。
政
府
高

官
と
面
談
し
、
分
県
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

米
沢
ら
の
は
た
ら
き
に
よ
り
、
明
治
十
六
年

(
一
八
八
三
年
)
五
月
九
日
、
太
政
官
は
富

山
県
を
石
川
県
か
ら
分
離
す
る
布
告
存
会
布
。

ご
こ
に
、
現
在
に
至
る
富
山
県
が
誕
生
し
た

の
で
す
。

明治9年4月18日
石川県に併合される

米議l
沢会i
紋【'へl

郎
(
1
8

十
七
仏

入
膳
村
(
現
入
善
町
)
の
豪
農
の
家
に

生
ま
れ
る
。
明
治
十
四
年
に
石
川
県
会
議

員
に
当
選
。
分
県
運
動
の
高
ま
り
の
中
で

分
県
建
白
の
委
員
長
に
選
ば
れ
て
建
白
書

を
起
草
。
劃
委
員
長
の
刈
D
酪
討
ね
ら
と
と

い
わ
く
ら
と
も
み

も
に
上
京
し
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
、
参
議

や

ま

が

た

あ

り

と

も

や

ま

だ

あ

き

よ

し

山
県
有
朋
、
内
務
卿
山
田
顕
義
5
に
直
接

分
県
を
訴
え
た
。

富
山
県
の
設
置
後
、
最
初
の
県
会
議
員
に

当
選
し
議
長
を
二
回
務
め
た
ほ
か
、
衆
議

院
議
員
に
も
選
ば
れ
た
。

分県瞭情のため上京した米沢絞三郎 (中)

明治16年5月9日富山県設置

水
と
の
闘
い
は
続
い
た

新
た
に
誕
生
し
た
富
山
県
は
、
オ
ラ
ン
ダ

人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・レ
!
ケ
な
ど
の
指
導

を
得
な
が
ら
県
内
主
要
河
川
の
治
水
事
業
に

と
り
か
か
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
有
名
な
の
が
常
願
寺
川
の
治
水

事
業
で
、
こ
の
工
事
で
は
、
「
放
水
路
の
開
削

と
分
流
」
「
農
業
用
水
の
合
口
化
」
「
霞
堤
の

築
造
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
・
レ
l
ケ
の

工
法
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
は
、

災
い
を
福
に
転
じ
た

や
が
て
人
々
は
、
水
を
治
め
る
だ
け
で
な

く
、
電
力
資
源
と
し
て
富
山
県
の
発
展
の
た

め
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
明
治
三
十
二

年

(
一
八
九
九
年
)
、
富
山
電
燈
会
社
が
農

業
用
水
を
利
用
し
た
水
力
発
電
所
を
建
設
、

北
陸
で
は
じ
め
て
の
電
力
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
家
庭
電
灯
用
の
発
電
で
し
た

が
、
同
社
は
そ
の
後
神
通
川
上
流
の
庵
谷
に

産
業
電
力
用
の
発
電
所
を
建
設
、
電
力
の
供

給
先
と
し
て
工
場
を
誘
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
九
年
(
一
九
二
O
年
)
か
ら

は
県
営
の
発
電
事
業
も
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
県
が
常
願
寺
川
水
系
で
治
水
事
業
を

行
う
か
た
わ
ら
水
力
発
電
所
を
建
設
し
て
工

業
地
帯
に
電
力
を
提
供
し
、
そ
の
収
益
で
治

水
事
業
の
重
圧
に
あ
え
ぐ
県
財
政
を
ゴ
て
直

そ
う
と
い
う
も
の
。
「治
水
」
「
産
業
振
興
」

「財
政
再
建
」
に
役
立
つ

一
石
三
鳥
の
ア
イ

デ
ア
で
し
た
。

安
く
て
豊
富
な
電
力
存
}
求
め
て
、
伏
木
港

周
辺
の
工
業
地
帯
に
は
多
く
の
工
場
が
進
出

し
、
大
正
時
代
の
半
ば
ま
で
に
は
臨
海
工
業

地
帯
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
は
神
通
川
河
口
の
富
山
港
周
辺
へ
の

工
場
立
地
も
進
み
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
電
力
は
富
山
県
の
工
業
化
の

牽
引
力
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
(
一
九
四
二

年
)
に
は
、
工
業
生
産
額
全
国
九
位
と
な
る

な
ど
、
日
本
海
側
有
数
の
工
業
県
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

県広報と世ま 1999.6・ 5

放
水
路
の
開
削
と
分
流

河
口
付
近
に
新
し
い
放
水
路
を
開
削
し
て
流
れ
を

し
ら
い
わ
が
わ

直
線
化
す
る
と
と
も
に
白
岩
川
と
分
離
し
、
水
の

流
れ
を
よ
く
し
て
洪
本
の
被
害
を
軽
減
し
ま
し
た
。

点線部州日)11道

農
業
用
水
の
合
口
化

全
部
で
十
二
あ
っ
た
常
願
寺
川
左
岸
の
農
業
用
水

の
取
水
口
を

一
つ
に
ま
と
め
、
堤
防
を
強
化
し
ま

じ
よ
う
さ
い
ご
う
く
ホ
ピ
雪
4
'
い

し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
常
丙
合
口
用
水
は
、現

在
で
は
富
山
市
の
水
道
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

合口前霞
堤
の
築
造

堤
防
存
蓮
統
さ
せ
ず
に
水
の
流
れ
と
逆
方
向
の
開
口

部
を
設
け
、
洪
本
の
際
は
、
流
れ
の

一
部
を
遊
水

さ
せ
て
水
圧
を
や
わ
ら
げ
ま
し
た
。

下流

い
ま
私
た
ち
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

ご
く
当
た
り
前
に
水
の
恵
み
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
陰
に
は
、
暴
れ
狂
う
水
を

治
め
、
利
用
し
、
災
い
を
福
に
転
じ
た
先
人

達
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
に
親
し
む
機
会
の
多
い
シ

ー
ズ
ン
、
富
山
県
の
歴
史
を
切
り
開
い
て
き

た
先
人
達
の
英
知
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

INFORMATION  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
県が運行している「県政パス教室」では、先人達の英知と努力を

しのぶ「常願寺川砂防ウォッチングjコースも用意しています。

どうぞ、ご参加ください。

-問合せ先

広報課 ft076(444)31 33 

とれからお申し込みいただける「常願寺川砂防ウォッチングJ

9月運行分 6/30----ア/13

10月運行分 8/2----18

9/ 9 (木)富山地区発

10/14 (木) 11 

10/28 (木)高岡地区発
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CLOSE UP環日本海環境協力の中核樋点ヘ着実な第一歩

ウラジオストク

テンaン

大田

l
 

L
R
 i
 

--

'
 

データ・情報ネットワークに関する
地域活動センター
中国国家環境保!I総局情報センター内に訟置

際
機
関
が
富
山
に
誕
生

こ
の
た
び
、
白
山
市
に
あ
る

(財
)
環
円
本
海

ナ

ウ

環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

(
N
P
E
C
)
に、

N
O
W

プ

ち

い

き

か

い

P
A
P
(
北
阿
太
平
洋
地
域
海
行
動
計
画
)
の

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

(
R
A
C
)が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
月
に
中
国
の
北
京
で
開
催
さ
れ

た
N
O
W
P
A
P
第
内
回
政
府
開
会
合
に
お
い

て
合
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。
会
議
に
は
、
日
本
、

中
同
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
各
国
政
府
代
表
や

主

、

不

ツ

プ

U
N
E
P
な
ど
同
述
機
関
の
関
係
者
が
出
席
、

し
ん
は
ら

富
山
県
か
ら
も
新
原
副
知
事
ら
が
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

(財)環日本海環境協力センター(宮山市)

重
要
な
役
割
を
担
う

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

今
回
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー

(R
A
C
)
は、

N
O
W
P
A
P
が
実

施
す
る
各
樋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
拠
点
で、

参
加
国
に
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
は
、

U
N
E
P
と
各

凶
政
府
と
の
協
定
に
よ
っ
て
正
式
決
定
さ
れ
ま

す
が
、
富
山
に
設
置
さ
れ
る
「
特
殊
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
沿
岸
環
境
評
価
に
関
す
る
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー

(C
E
A
/
R
A
C
)
」
の
担
当
業
務
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
見
込
み
で
す
。

醐
汚
濁
物
質
の
河
川
か
ら
の
流
入
量
に

圃
関
す
る
評
価

円
本
海
や
黄
海
に
注
ぐ
主
要
河
川
か
ら
の
汚

濁
物
質
量
を
調
査
し
、
海
洋
環
境
の
水
質
管
理

を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
環
日
本
海
地
域

の
河
川
に
つ
い
て
統

一
的
な
方
法

・
評
価
指
標

に
基
づ
く
調
査
が
行
わ
れ
る
の
は
今
回
が
は
じ
め

て
と
な
り
ま
す
。

特殊モニタリング・沿岸環境評価
に関する地域活動センター
(財)環日本海環境飽カセンター内に訟

海洋環境緊急準備・対応に関する地域活動センター
穏国材料尊重械研究院船舶海洋工学研究所内に怒

※名称はいずれも仮称です。

。'
r::J' 

〆

ζコ

4ミ

NOWPAP第4回政府開会合から

海
洋
環
境
保
全
を
め
ざ
す

N
O
W
P
A
P
 

O
W
P
A
P
(
Z
O
ユ
才
'
宅
。
己
℃
ωの
一
ご
の

〉

2
5
コ
℃
一ωコ
)
と
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
の
四
カ
国
が
同
述
環
境
計
阿

(
U
N
E
P
)

の
提
唱
に
よ
り
策
定
し
た
、
海
洋
環
境
保
全
の

協
力
に
つ
い
て
の
行
動
計
画
で
す
。

-
生
物
評
価
法
(
バ
イ
オ
ア
ツ
セ
イ
)

聞
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
開
発

生
物
の
生
息
状
況
な
ど
を
通
じ
て
、
人
工
化

学
物
質
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
手
法
は
、
多
種
多
様

な
化
学
物
質
に
よ
る
複
合
汚
染
の
影
響
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
方
法
と
し
て
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
活
用
し
た

闇
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
開
発

人
工
衛
星
な
ど
を
利
用
し
て
広
域
的
に
観
測
を

行
い
、
環
境
汚
染
の
実
態
把
握
と
そ
の
対
策
を

検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
手
法
は
従

来
の
船
舶
を
利
用
し
た
調
査
に
比
べ
、
定
期
的

に
広
範
囲
に
わ
た
る
質
の
良
い
デ
l
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

-・悶悶悶・

な関
ど係
，;:地

ぷ察
号室
襲撃
収笠
集 1ヱ

開
発
状
況

-・・・・E
発シ

行長
闇ン

篠?
機公
閉尚
ι 催
の
連
機
絡 関
調誌
整 等
の

(財)環日本海環境協力センターが水質改善のための協力を実施
りaうが

している中国遼寧省の遼河

ク
口会議で発言する

富山県の新原副知事

U
N
E
P
は
、
同
際

的
な
閉
鎖
性
海
域
で
の
環

境
保
全
に
向
け
た
行
動
計

画
の
策
定
を
提
唱
し
て
お

り
、
現
在
、
地
中
海
や
カ
リ
ブ
海
な
ど
世
界
の

十
四
の
閉
鎖
性
海
域
で
同
様
の
行
動
計
画
が
策

定
ず
み
、
ま
た
は
策
定
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

N
O
W
P
A
P
は
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
、

日
本
海
と
黄
海
を
対
象
海
域
と
し
、
海
洋
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
海
洋
汚
染
防
止
措
置
、
海
洋

汚
染
緊
急
時
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
協
力
を
定

め
て
い
ま
す
。

北西太平洋地主主海行動計画

アジア地主翼海行動計画

南太平洋地主主海
行動計画

海行動計画

アフリカ地域;毎行動計画

クウェート行動計画

紅海アデン湾地主主海行動計

西，中央アフリカ
地域海行動計画

南西大西洋地主義海行動計画

ちいきかい

国連環境計画CUNEP)地域海計画

地中海地域海行動計画

広域カリブ海地域海行動計画

南熊太平洋地域海行動計画

平洋地主翼海行動計画ゴヒ

海
洋
環
境
保
全
の
情
報
交
差
点
に

高
山
県
は
、
環
日
本
海
環
境
協
力
の
中
核
拠

点
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
平
成
九
年
に
環
日
本

海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
同
セ
ン
タ

ー
が
昨
年
九
月
に
政
附
所
管
の
公
益
法
人
と
な

っ
て
か
ら
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

H
本
以
外
の
三
か

国
で
は
い
ず
れ
も
政
府
直
属
の
試
験
研
究
機
関

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
地
方
の
機

関
へ
の
設
置
は
、
(
財
)
環

H
本
海
環
境
協
力
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
す
。

環日本海環境協力の中核拠点ヘ
着実な第一歩

県広報と哲彦 1999.6・ 7

NOWPAPのあゆみ

平成8年(1994年) 第1回政府間会合(タイバンコク)
北西太平洋地域海行動計画(NOWPAP)を採択

平成8年(1996年) 第2回政府閉会合(東京)
5つのプロジェクトの縫進を合宿
①対象海域の海洋環境に関するデータベースの構築

②各国の海洋頭境保全に関する法令等の内容の調査

③対象海域のモニタリングプログラムの作成

④油汚染事件時の対応

⑤各分野の活動の拠点となる地援活動センターの指定

平成10年(1998年)第3回政府閉会合(ロシア-ウラジオストク)
フロジ工クトごとの主要業務や組織等を議論

平成11年(1999年)第4回政府閉会合(中国・北京)
4つの地域活動センター(RAC)の設 を合意

こ
の
こ
と
は
、
県
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
環

日
本
海
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
の
施
策
が
高

く
評
価
さ
れ
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
海
洋
環
境
保
全
に

関
す
る
情
報
の
交
差
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

で
、
各
種
岡
際
会
議
の
開
催
が
増
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
環
日
本
海
交
流
に
お
け
る
富
山
の

拠
点
性
は
今
後

一
層
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

県
で
は
、
環
日
本
海
地
域
の
環
境
保
全
の
た

め
の
同
際
協
力
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

一一
賠
償

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
富
山
県
の
環
日
本
海
環
境
協
力
に
つ
い
て
は
、

本
誌
平
成
十
年
十

一
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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-
問
合
せ

・
ご
意
見
は
、

(
財
)
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
ま
で
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国園園圏困

光
、
香
り
、
色
、
か
た
ち
。

五
感
で
感
じ
る
立
山
ま
ん
だ
ら
の
世
界
。

立目、

回

現
代
人
が
忘
れ
た
も
の
を
、
も
う
一
度
感
じ
て
み
よ
う
。

d 

八寒地獄の最終段階を表す精霊橋(左上部)。 床は網目状で、足元か

らも風が来る。橋の先端の鍾を鴫5すと心が救済されるという。橋
のたもとに広がる地界広場では、モダンパレ工や能力T上演されたこ

ともある。

八熱地獄を表す「音触鬼」。 狭い空間を行くと、

鬼の叫びゃ喚きが耳を襲う。とても平常心で、は

いられない。

とやま感動案内

閣の道。うねるよう芯暗い道を、空気の気配、

砂利の音などを確かめながう歩く。解放の喜

び、一抹の寂しさに包まれる。

五響の森「立山博物館 まんだら遊苑」

立山の自然と人間の関わりを紹介する富山

県[立山博物館]の野外施設のひとつ。まん

だら遊苑を含めて、周囲に整備された施設・

ゾーンがEいに響き合い、立山信仰の世界
を展開していることかう、「五響の森Jとい
う。まんだ5遊苑は、日也界Ji陽の道Ji天界J
「閣の道Jの4つのエリアか5構成されてお
り、自然と地形の特性を生かして、つくら

れている。

陽
の
道
の
と
乙
ろ
ど
と
ろ
に
あ

る
「
香
り
観
音
」
。
そ
の
音
、立
山

登
拝
路
に
道
標
と
し
て
置
か
れ

て
い
た
三
十
三
観
音
に
芯
ぞ
ら

え
て
い
る
。

欲界を超えた清浄な空間「天至界J。中央に、縄文の文様をめぐうした楕円の物体がある。との内部が最終到達
点である「天界」。内部はつぎめのたよい空間で、胎内での記憶がよみがえるかよう砿、深い充足を感じる。

餓鬼の針山近くに積み上げられた岩の隙聞からは、

餓鬼の声が聞こえてくる。でこぼこした岩場は、足

の裏を刺激し、平らな所在歩きなれた現代人への触

覚刺激となっている。

と

d

u

ひ

立
山
登
拝
を
体
験
す
る
「
陽
の
道
」
。
黄
色
い

花
は
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
や
ミ
ヤ
コ
グ
サ

な
ど
。
黄
色
は
浄
土
へ
導
く
色
と
い
う
。

7人のアーテイス卜が、一辺4.5mの小空間に

思い思いの天界をつくりだした「天界窟J。それ
ぞれに入るたびに、精神世界の扉が聞かれる。

J ゆみ甘ん

古代インドの須弥山の世界観が表現された「天界広

場」。 中央にそびえる山の四方に遊苑があるという。

まんだら遊苑の名は、ここから取られている。

開苑時間/午前9時30分~午後5時
観 覧料/ 般400円、高・大320円、小・中200円
休 苑日/毎週月曜日(祝日の場合はその翌日)

祝日の翌日

12月 ~3月は冬期休苑に芯ります。

問合 せ/会 076(481)1216

-自家用車で
北陸自動車道富山ICかう約35分
北陸自動車道立山ICか5約30分

・公共交通機関で
富山地方鉄道千I亘駅から徒歩2km
(平日朝夕のみパス運行)
7/24~8/22 、 1 0/2~ 1 0/1 11;;:、立山駅から

シャ トルパスを運行。運行ダイヤの問合せは、

富山地方鉄道テレフォンセンターへ。

合 076(432)3456

博物館オリジナルTシャツを5名の方にプレゼント
ご希望の方は、13ページをご覧ください。

県広報ttきま 1999.6・ 9

ま
ん
だ
ら
の
出
発
点
は
、

克
服
す
べ
き

「地
界
」

ど
き
ど
き
し
た
。
は
ら
は
ら
し
た
。
ぎ
ょ

っ
と

し
た
。し
み
じ
み
と
し
た
。ほ
っ
と
し
た
。ゆ
っ

た
り
と
し
た
。す
が
す
が
し
く
な
っ
た
。
ま
ん

だ
ら
遊
苑
に
は
、
人
が
感
じ
る
あ
ら
ゆ
る
感

覚
込
b
る
と
い

っ
て
い
い
。

こ
こ
は
、
立
山
円
安
茶
羅
の
世
界
観
を
五
感

で
感

ι体
験
す
る
施
設
。
立
山
目
安
茶
羅
と

ほ
p
i
山
信
仰
に
基
づ
く
宇
宙
観
を
絵
に

し
た
も
の
。
そ
こ
に
あ
る
日
本
人
の
死
と
生

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
、
現
代
に
問

い
か
け
、
私
た
ち
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

出
発
点
と
な
る
の
は
、
地
獄
を
イ
メ
ー
ジ
し

え
ん
ま
ど
う

た
「
地
界
」。
そ
の
入
り
口
に
あ
た
る
閤
魔
堂

は
、
腰
を
か
が
め
て
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
恐
る
恐
る
入
る
と
強
い
匂
い
に
包
み
込

は
ち
ね
つ

T
れ
る
。
地
界
は
、
悶
魔
堂
、
八
熱
地
獄
、

円
が

き

ど

う

は

つ

か

ん

お

ん

党
道
、
八
寒
地
獄
の
世
界
か
ら
な
り
、

音

か
い
ぞ

ん

ま

お

ん

し

ょ

っ

き

じ

て

ん

き

界
関
魔
、
地
獄
百
景
、

音
触
鬼
、
地
除
鬼
、

-一寸

い
〈
っ
き

水
窟
鬼
な
ど
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。
最
後

は
、
最
も
恐
ろ
し
い
'段
階
の
地
獄
を
表
す

せ
い
れ
い
ば
し

精
霊
橋
。
常
願
寺
川
に
突
き
出
し
た
橋
の

先
端
に
は
、
現
代
人
が
感
じ
る
恐
怖
と
救

済
が
あ
る
。

立
山
を
登
る
道

「陽
の
道
」
か
ら
、

満
ち
足
り
た
天
の
世
界
へ

「陽
の
道
」
は
、
花
の
香
り
や
鳥
の
さ
え
ず
り

な
ど
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
に
感
じ
な
が
ら
歩

く
道
で
あ
る
。
美
女
平
、
称
名
滝
な
ど
の
地

名
が
刻
ま
れ
た
.
七
に
出
会
い、
立
山
ヘ
登
る

道
に
な
ぞ
ら
え
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
初
夏

か
ら
黄
色
い
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
花
畑

存
眺
め
、
や
が
て
天
界
へ
案
内
さ
れ
る
。

廻
廊
を
め
ぐ
り
、
天
界
ヘ
。
ま
ん
だ
ら
遊
苑

で
は
、

天
界
は
地
下
に
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
の

転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
七
人

て
ん
か
い
く
つ

の
作
家
が
天
界
を
造
形
し
た
天
界
窟
、
天

て
ん
か
い
そ
う
が
く
ど
う

の
音
を
楽
し
む
天
界
奏
楽
洞
、

浮
遊
感
を

て

ん

ゅ

う

さ

じ

き

て

ん

し

か

い

楽
し
む
天
遊
桟
敷
、
そ
し
て
天
至
界、

天
界

が
あ
る
。
怠
識
を
解
放
し
、
心
地
よ
い
世
界

へ
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

天
界
を
離
れ
、
現
世
ヘ
回
帰
す
る
た
め
の
道

が、

「閣
の
道
」。
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く
と
、

床
に
敷
か
れ
た
砂
が
足
の
裏
を
刺
激
す
る
。

す
べ
て
の
感
覚
を
総
動
員
し
て
光
の
方
へ

行
く
。
こ
の
世
に
再
び
生
ま
れ
出
る
の
だ
。

感
覚
で
、
精
神
で
、
遊
ぶ

ま
ん
だ
ら
遊
苑
に
は
、
ふ
た
つ
の
楽
し
み
方

が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ひ
と
つ
は
理
屈

抜
き
に
全
身
の
感
覚
で
体
感
す
る
方
法
、
も

う
ひ
と
つ
は
立
山
や
人
間
に
ま
つ
わ
る
歴
史

や
心
理
な
ど
存
読
み
と
り
な
が
ら
精
神
世
界

に
遊
ぶ
方
法
。
「こ
こ
は
こ
う
だ
あ
あ
だ
と

意
味
を
求
め
る
大
人
よ
り
、
無
心
で
体
験

す
る
子
ど
も
の
方
が
よ
り
深
く
感
じ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
ふ
う
に
廻

っ
て

も
、
自
分
の
な
か
で
、
『生
き
る
と
は
何
か
」

と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け

よ
ね
は
ら

れ
ば
い
い
」
と
米
原
館
長
は
語
る
。

ま
ん
だ
ら
遊
苑
に
こ
め
ら
れ
た
概
念
と
仕
掛

け
は
、

詳
し
く
知
る
ほ
ど
に
お
も
し
ろ
く
、

何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
ほ
ど
深
い
。

10・ 県広報と哲彦 1999.6
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以

円
U
め

い
小
生

タ

工

小

川

川

駐

力

欣

叫

り
献
一
万

勢

加

利

界

ラ

司

F
F

ジ

世

ポ

E-
o
1967年生まれ

富山商船高等専門学校

電子制御工学科教官

野
生
生
物
の
吹
像
は
、
自
然
一
そ
の
も
の
。

だ
か
ら
、
生
き
る
カ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

富
山
発

地
球
の
自
然
と
環
境
を
考
え
る
映
像
祭

世
界
の
自
然
や
野
生
生
物
の
映
像
を
選
考
・
上
映
し
、
自
然
や
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
う
お
う
と
い
う
つ
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
平
成
九
(
一
九
九
三
)

年
以
来
一
年
お
き
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
は
、
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
映
像
祭
と
並
ぶ
世
界
三
大
野
生
生
物
映
像

祭
の
ひ
と
つ
で
、
日
本
で
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
う
富
山
県
が
開
催
地
に
選
ば
れ
た
。
今
年
の
夏
で
、
四
回
目

を
迎
え
る
。

映
像
の
上
映
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
の
た
め
に
、
一
般
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
の
も
特
長
の
ひ

と
つ
。
早
勢
欣
和
さ
ん
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
心
と
な

っ
て
映
像
祭
を
支
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
、
富
山

か
う
世
界
ヘ
発
信
。

世
界
野
生
生
物
映
像
祭
「
ジ
ャ
パ
ン
・ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
ブ
・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。
略
称

J
W
F
。
こ
れ
は
、

一
般
の
人
々
が
世
界
の

自
然
や
野
生
動
物
の
映
像
に
ふ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
保
護
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
い
う
映
像
祭
で
あ
る
。

日
本
で
は
富
山
県
が
開
催
地
と
な
り
、

世
界
に
向
け
て
映
像
を
通
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
る
。

運
営
の
中
心
は
、
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
平
成
九
年
の
第
三
一
回
映
像
祭

で
は
、
の
べ
六
五
三
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
、
早
勢
さ
ん
は
、
そ
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
準
備
段
階
か
ら
当
日
の
運

営
、
公
式
カ
タ
ロ
グ
の
編
集
に
い
た
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
。

2
品
校
生
か
ら
熟
年
の
方
ま
で
、
い
ろ
ん
な

人
が
集
ま
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
」
。

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
も
の
は
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
第
三
回
映
像
祭
の

期
間
中
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
へ
の
対
応

に
追
わ
れ
る
な
ど
、
大
忙
し
。

「
気
が
付
い
た
ら
映
像
祭
の
終
了
後
。
結

局
、
作
品
は
ビ
デ
オ
で
し
か
見
れ
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
、
苦
笑
い
す
る
。

れ野
る生
もの
の生
l建物
す、、

さ忌

号8
せ
て
く

テ
レ
ビ
番
組
「
野
生
の
土
国
」
を
見
て

育
っ
た
と
い
う
早
勢
さ
ん
は
、
大
画
面
で

見
る
野
生
生
物
の
映
像
に
惹
か
れ
て
い
る
。

「
環
境
や
動
物
の
保
護
と
い
う
と
、

『絶
滅

か
ら
守
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
危
機
感
に

訴
え
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
、

J
W
F
の

映
像
は
、
野
生
の
生
物
を
通
し
て
、
生
き

る
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
前
向
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ん
で
す
。」

人
間
が
と
て
も
住
め
な
い
よ
う
な
極
寒

で
生
き
る
動
物
。
生
存
競
争
の
厳
し
さ
。

ま
た
、
過
酷
な
サ
パ
イ
パ
ル
だ
け
で
は
な

く
、
身
を
守
る
た
め
の
「
群
れ
」
と
い
う

知
恵
。
こ
れ
ま
で
見
た
映
像
を
語
る
早
勢

さ
ん
の
目
に
は
、
野
生
生
物
の
向
こ
う
に

人
聞
が
見
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

心
は
す
で
に
、
四
回
目
の
夏
。

第
三
回
映
像
祭
で
は
、
素
潜
り
の
元
世

界
記
録
保
持
者
で
映
画
「
グ
ラ
ン
プ
ル
l
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク

・
マ
イ
ヨ
l

ル
氏
が
特
別
ゲ
ス
ト
で
参
加
、
映
画
監
督

で
あ
る
羽
仁
進
氏
の
講
演
も
あ
っ
た
。
早

勢
さ
ん
は
、
「
今
年
八
月
の
第
四
回
映
像

祭
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
容
を
充
実

さ
せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

「
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

県広報と哲彦 1999.6・11
第3回映像祭(平成9年)のポスター

第3回映像祭の捜賞式から

素潜り元世界記録保持者
J・マイヨール氏 (第3回映
像祭より)

会場でのボランティア活動風景(第3回映像祭)

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
ん
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広

げ
た
い
」
。

決
し
て
声
が
大
き
い
方
で
は
な
い
。
口

数
も
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

言
葉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
穏
や
か
だ
が
、
強

い
も
の
が
あ
る
。

「
今
回
か
ら
は
、

一
部
の
作
品
が
日
本
語
の

吹
き
替
え
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
楽

し
ん
で
見
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
よ
」
。

ま
た
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
招
待
作
品
が
上
映
さ
れ
る
予
定
。

セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
も
進
ん

で
い
る
。

早
勢
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
を
と
ら
え
る
J
W
F
。
そ
し

て
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
き
た

野
生
生
物
の
映
像
。
そ
こ
に
は
、
早
勢

さ
ん
と
同
じ
、
真
撃
な
、
そ
し
て
静
か
で

強
い
「
何
か
」
が
あ
る
よ
う
だ
。

第
四
回
世
界
野
生
生
物
映
像
祭

-m
富
山

と

き

/
平
成
日
年
8
月
旧
日
(
水
)
前
夜
祭

ー
包
日
(
日
)

会

場

/
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

高
岡
お
と
ぎ
の
森
館

黒
部
市
吉
田
科
学
館

-
問
合
せ
/
地
球
映
像
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

富
山
事
務
局

2
0
7
6
(
4
4
5
)
5
4
6
0
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情報明，J巴CH~ ';

健康ひとくちメモ

手軽な疲労解消法

。。。.. 
編集部から

県広報とやま「通常版Jは年7回発行
し、次の場所で無料配布するほか、郵

送による定期購読も受け付けています。

また、年3回発行の「各世帯版jは、新聞

折込により各家庭に配布します。

最
近
、
仕
事
が
忙
し
く
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。
疲
労
解
消

の
よ
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
(
判
代
男
性
)

-
手
軽
な
疲
労
解
消
法
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い

っ
て
も
入
浴
で
す
ね
。
体

温
に
近
い
三
十
八
℃
前
後
の
お
湯
に
ゆ

っ
く
り
入
る
と
、
緊
張
を
和
ら
げ

る
副
交
感
神
経
の
働
き
が
活
発
に
な

っ
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。
こ
の

と
き
、
手
足
を
軽
く
も
ん
だ
り
、
さ
す

っ
た
り
す
る
と

一
層
効
果
的
で
す
0

.
ま
た
、
音
楽
鑑
賞
も
手
軽
な
疲
労
解
消
法
の
ひ
と
つ
。
ジ
ャ
ン
ル
に
か

か
わ
ら
ず
、
自
分
の
好
き
な
音
楽
を
聴
い
て
い
る
時
は
心
身
が
安
ら
ぐ
と

い
わ
れ
ま
す
。
照
明
を
暗
く
し
た
静
か
な
部
屋
で
音
量
を
抑
え
気
味
に
、
か

ら
だ
を
横
に
し
な
が
ら
聴
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

-
こ
の
ほ
か
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
も
お
す
す
め
。
こ
れ
は
、
植
物
か
ら
抽
出

し
た
純
粋
な
精
油
(
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
)
の
香
り
を
身
体
に
取
り
込
む

こ
と
に
よ

っ
て
、
心
と
体
を
元
気
に
す
る
健
康
法
で
す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
カ

モ
ミ
ー
ル
の
オ
イ
ル
を
浴
槽
や
お
湯
の
入

っ
た
カ

ッ
プ
な
ど
に
数
滴
入
れ
、

立
ち
上
る
蒸
気
を
吸
い
込
む
と
、
粘
膜
を
通
し
て
吸
収
さ
れ
た
香
り
の
成

分
が
脳
に
直
接
働
き
か
け
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

亡
七
月
九
日
(
金
)
に
オ
ー
プ
ン
す
る
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
の
健
康
ス
タ
ジ
ア

ム
で
は
、
温
泉
や
音
楽
、
香
り
な
ど
を
利
用
し
た
休
養
メ
ニ

ュ
ー
を

一
人

ひ
と
り
の
健
康
状
態
や
希
望
に
応
じ
て
提
供
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ

・
ご
意
見
は
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
室
ま
で

合

0
7
6
(4
2
8
)0
8
0
9

主な配布箇所

県庁、市町村役場、富山市の各地区セン

タ一、公立関門館、県刊行物センター(県

民会館l階)、県税事務所、県消費生活セ

ンタ一、高岡文化ホール、新川文化ホー

ル、高岡テクノドーム、富山テクノホー

ル、富山市民プラザ、 L、きいきKAN(富山

駅前CIC5階)、高岡駅、小杉駅(南口)・

砺波駅・滑川駅、富山空港、東京事務所、

大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読

回数を明記し、郵送料として 1回当た

り160円分の切手を同封のうえお申し

込みください。

※定期購読期間中は、通常版・各世帯版

の両方を郵送しますが、郵送料の負担

は通常版の分だけで結構です。

あて先

〒930-8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやまJ定期購読係

• • • • • • • • • 
“

・
来
年
十
月
に
開
催
さ

い

れ
る
さ
b
り
ん
び
っ
く
富

・
山
(
第
三
十
六
回
全
国

• 
-
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

い

大
会
)
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

い

「き
ら
り
ん
メ
イ
ト
」
の

・
委
嘱
状
交
付
式
が
四
月

い
十
七
日
、
行
わ
れ
ま
し

.
ユ」
。
-
‘
l
J
 

-
E
き
ら
り
ん
。ひ
っ
く
富
山
は
、

「自
分

• 
-
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!
あ
し
た
に
チ
ャ
レ
ン

い
ジリ一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
開
催
さ

い
れ
る

「も
う
一
つ
の
国
体
」
で
、
七
つ

・

の
競
技
が
行
わ
れ
、
全
国
か
う
約
二
千

日
名
が
参
加
し
ま
す
。

日
・
き
ら
り
ん
メ
イ
卜
は
選
手
団
の
歓
送

・
迎
や
手
話
通
訳
、
介
助

・
案
内
な
ど

• 
-
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
愛
称
で
、
医

日
療
、
保
育
、
福
祉
を
学
ぶ
県
内
の
短

• 
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

き
ら
り
ん
び
っ
く
を
サ
ポ
ー
ト
!

プレゼントのお知らせ

9.10ページで紹介した立山博物館の

オリジナルTシャツを5名のHにプレゼ
ントします。官製ハガキに、郵便番号、

住所、氏名、年齢、電話番号、本誌に

ついての感想 ・入手方法を記載してお

申し込みくださPo7月20日消印有効

です。(上記あて先6月号プレゼント係)

2月号プレゼント当選者

助川伸弘さん(富山市)、 吉浦縞子さん(富山市)、

林田正夫さん(砺波市)、森野捻さん(朝日町)、

横井敏朗さん(八尾町)

県広報と~ま 1999 .6 ・ 13

大
、
専
門
学
校
生
う
約
六

O
O名
が

参
加
し
ま
す
。

-
式
で
は
中
沖
知
事
が
つ

ωの
バ
リ
ア

を
取
り
除
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も

っ
て
心
の
こ
も
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

イ
1
a

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

竹
ト

つ
。
こ
れ
に
対
し
、
学

---
m生
を
代
表
し
て
、
富
山

凶
・

四
福
祉
短
期
大
学
一
年
の

.

.

.
 腰

b
t
叫似

き
ふ
ね
す
ぐ
る

圃
圃
軍

嘱
木
船
卓
さ
ん
が

一障
害

・・・・・・
・岡Aa
珂
，

a
F・・
E

、
川
村
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

・

・

け
じ
て
、
福
祉
の
輸
が
広

・

・

2
が
る
占
「
4
頑
張
り
ま
互

と
決
意
茎
-回
り
ま
し
に

・
と
の
日
委
嘱
状
を
受
け
た
き
ら
り
ん

メ
イ
ト
は
、
今
後
約
一
年
半
の
養
成

期
闘
を
経
て
大
会
に
備
え
ま
す
。
き
ら

り
ん
び
っ
く
で
の
活
動
が
、
障
害
者
福

祉
を
支
え
る
人
材
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
室
ま
で

宮

0
7
6
(4
4
4
)8
6
0
0

県政番組のご案内

・テレビ
こんにちは富山県です

北日本放送毎週日曜 11:00-11:30

とやま超発見!フォーカス・イン2
富山テレビ毎週日曜訟00-9:30

富山見たモン勝ち

チューリッフ。テレビ 第4日曜 10:00-10:52

・ラジオ
けん8ミん'1<

とやま県聞録

FMとやま

毎週月曜~木陥 11:30-11:40

毎週土曜 日:30-11:55

7月号は各世帯配布版です。7月7日

(水)の、北日本・読売・富山・北陸中日の

各紙朝刊に折り込んでお届けします。

E富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/ 

企画展示「植物写真展J
(6パ8(金)-30(水)] 

植物園オリ工ンテーリング
(6/20(日)1 0:30-1 2:30]※当日受付

植物学講座「染色体の観察J
(7/11 (日)10・00-16・00)※要申込

9:00-17:00 
⑮ 木曜・祝日の翌日
一般600円小 ・中 300円

愛鳥ポスター展
(6/20(日)まで]

9:00-17:00 
⑭火曜・祝日の翌日
入園無料

そうはんてんl<tん

海王丸総帆展帆
(6/20(日))

海王丸パーク誕生祭
(7/4(日)10:00-16目00]
海王丸パークの開園田 (平成4年7月5日)
を記念して、来因された皆さんに記念品を
プレゼントします。

帆船海王丸は9:30-17:00
⑭ 月曜・祝日の翌日
一般400円小・中 200円

~JI_ 
市

王 空
町

丸 tm0 
7 

PliH 6 
1 

11 口 = ・・弘"'...， ・・
5 
8 

きょうげんと5くご「日本の笑い」
日本の笑いのルーツ~狂言と落語の世界
(7/4(日)14:00-16・00)
直出動 野村万蔵、林家小染、柳家さん喬
3，000円(要予約)

オルビスと巡る
『舞台芸術 ・芸能一発見ライブJ
Vol.12歌っておもしろい!
(7/31 (土)18:30-]
出演/岩井理花(ソプラノ)
懐かしい日本の歌、世界の歌、オペラの世界
など、幅広いジャンルの歌をトークを交えて
楽しくお届けします。
※公演終了後、交流会(参加無料)を開催します。

3，000円(会員は無料です。)

'99太閤山あじさい祭り
(6/26(土)-7/4(日)] 

太閤山ランドプール聞き
(7/10(土)10・00-16:00]

9:00-16:00 
⑮火曜・祝日の翌日
入園無料

00 ロ:00
圃個

一一一
--勘過剖

面面五元圃E・E・-
一
一一
・・・・E・E・-
|国脹.

もうり ぷ しろう

毛利武士郎展
(6/27(日)まで]
現代日本彫刻の展開に重要な足跡を築いた
毛利武士郎の回顧展です。
一般700円/高・大500円/小・中350円

一郷土の染色作家展
(金)-7/4C日)] 
出身の染色作家の業績を回顧し、
:み出す美の世界を紹介します。
円/高・大500円/小・中350円

30-17:00 ⑭ 月曜・祝日の翌日
般 650円高・大400円小・中 250円
※展示館・這望館・まんだら遊苑の三施設セット券の
斜金(各施設ごとの入場券もあります。)

f土砂災害防止月間J特別展
(6/30(水)まで]
6月は土砂災害防止月間です。
ζの機会に土砂災害について考えてみませんかっ

、ィビジョン映像上映時刻 (約35分)
00、11:00、13:00、14:00、15:00、16:00

:30-17:00 
⑮月曜・祝日の翌日
一般400円高・大320円小・中 200円
※特別企画展のみ観覧の場合は無料

ラフトランド
)-ア111 (日)) 
100円(当日受付)

紙を使って、つぱめや風車を作ります。

14・ 県広報と廿ま 1999.6

常設展示
f富山県の誕生と県政の動きj
山県の誕生の経緯や明治 ・大正期を中心
とした県政の動きをと紹介します。

:30-17:00 
⑮火曜・第4水曜・祝日の翌日
入館無料
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風
に
、
水
に
、
森
に
、

溶
け
い
り
そ
う
な
午
後
。

Vol.13 
墓ノ木自然公園の野鳥と

黒部川の水音

・入善町

黒
部
の
川
筋
に
沿

っ
て
、
さ
わ
や
か
な
風
が
な
が

れ
て
い
た
。
扇
状
地
の
か
な
め
、
愛
本
橋
の
赤
い

ア
l
チ
の
見
え
る
あ
た
り
ま
で
遡
る
と
、
石
こ
ろ

だ
ら
け
の
河
川
敷
に
、
こ
つ
然
と
緑
ゆ
た
か
な
森

が
出
現
す
る
。
「
墓
ノ
木
自
然
公
園
」
は
、
野
鳥

の
種
類
の
多
さ
で
は
全
国
有
数
と
い
わ
れ
る
、
鳥

た
ち
の
楽
園
な
の
で
あ
る
。

約
三
十
加
の
広
大
な
原
野
に
は
ア
キ
グ
ミ
や
コ

ゴ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
ほ
か
、
深
山
性
の
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ

キ
や
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
葉
を
広

げ
、
ピ
ピ

ッ
、
チ
チ
チ
と
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
耳
を

す
ま
す
だ
け
で
も
五
種
類
以
上
の
野
鳥
の
声
を

聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
く
存
流
れ
る
黒

部
の
本
流
で
は
、
激
し
く
う
ね
る
水
の
音
が
ゴ

l

ゴ
!
と
響
く
が
、
公
園
の
中
は
別
天
地
。キ
ャ
ン
プ

場
に
引
き
込
ま
れ
た
疎
本
は
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
、

ま
る
で
上
高
地
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

夏
は
県
内
外
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
l
で
に
ぎ
わ
い
、

多
い
と
き
に
は
三
百
張
り
も
の
テ
ン
ト
が
並
ぶ
と

い、っ
。

昔
、
た
び
重
な
る
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
村
人
た
ち

は、

京
の
本
願
寺
建
設
に
伴
う
寄
附
の
割
り
判

て
に
応
じ
る
た
め
、

墓
地
の
ま
わ
り
の
総
存
伐

っ

て
お
金
存
納
め
た
。
そ
れ
が
「墓
ノ
木
」
と
い
う
地

名
の
由
来
と
さ
れ
る
。

治
水
事
業
に
よ
り
川
筋
が
安
定
し
た
現
在
、
河

川
敷
に
は
森
が
育
ち
、
木
々
の
葉
が
初
夏
の
さ

わ
や
か
な
風
に
そ
よ
ぐ
。
お
だ
や
か
さ
と
や
す
ら
ぎ

を
求
め、

鳥
も
人
も
し
ば
し
森
の
住
人
と
な
る
。

※
県
で
は
昨
年
、
未
来
に
伝
え
た
い
、
残
し
た
い
、
県
内
五
十

箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
認
定
し
ま
し
た
。


